
入札でのくじ引き件数

年度
市長
部局

上下
水道

備考

Ｈ25 4 1
Ｈ26 16 8 最低制限導入
Ｈ27 20 25
Ｈ28 26 16
Ｈ29 26 20
Ｈ30 53 31 11月8日まで

　 落 札 価 格 上 昇 推 計 （ 億 円 ）
年 度 市 長 部 局 上 下 水 道 合 計
Ｈ 2 7 1 .5 0 .9 2 .4
Ｈ 2 8 1 .5 0 .7 2 .2
H 2 9 1 .6 0 .8 2 .4

　 落 札 実 績 （ 億 円 ）
Ｈ 2 7 4 3 .1 1 6 .4 5 9 .5
Ｈ 2 8 5 2 1 7 .3 6 9 .3
H 2 9 6 2 .2 2 0 .1 8 2 .3

　 価 格 上 昇 予 想 率 （ ％ ）
Ｈ 2 7 3 .4 8 5 .4 9 4 .0 3
Ｈ 2 8 2 .8 8 4 .0 5 3 .1 7
H 2 9 2 .5 7 3 .9 8 2 .9 2

最低制限価格制度の変更(万円) 低入札調査制度の変更（万円)
NO. 入札種別 従前 本年度より 従前 本年度より

1 工事部門 500～2500未満 130～3500未満 2500以上 3500以上
（価格算定係数） 0.7 0.7～0.9 0.7～0.9 0.7～0.9

2 測量・コンサル 無し 50～2000未満 2000以上 2000以上
（価格算定係数） 0.6～0.85 0.7 0.6～0.85

3 業務委託 無し 無し 2000以上 2000以上
（価格算定係数） 0.7 0.7

4 特定業務委託 500～2000未満 50～ 2000以上 無し
（価格算定係数） 0.7 0.7 0.7 無し

「表1」　憲法についての考え方各種

改憲・護憲 名称 基本的考え方
①復古主義派 明治憲法が良い

改憲 ②押し付け憲法派 アメリカが押し付けた
③敗戦憲法派 敗戦でできた憲法
④９条を憲法から削除派 ９条は憲法に不要

護憲 ⑤非武装派 自衛隊は憲法違反
⑥現実的護憲派 自衛隊は合憲

年 月 「 表 2 」 　 国 連 憲 章 と 憲 法

1 9 4 5 .6
国 連 憲 章 調 印 （ 5 0 カ 国 が
サ ン フ ラン シ ス コ に て ）

1 9 4 5 .8 ポ ツ ダ ム 宣 言 受 諾 (終 戦 )
1 9 4 5 .1 0 日 本 の 憲 法 問 題 調 査 会 発 足

1 9 4 6 .2 Ｇ Ｈ Ｑ が 憲 法 草 案 提 示
1 9 4 6 .4 憲 法 改 正 草 案 完 成

1 9 4 6 .1 0 衆 議 院 他 で 憲 法 可 決
1 9 4 6 .1 1 憲 法 公 布

藤崎良次の佐倉市議会情報 ２０１８年（Ｈ30年)７月

藤 崎 良 次 の 佐倉市議会情報
2018年７月25日 発行：藤崎良次 TEL 090-9144-0676 FAX&TEL 043-485-5999＆FAX 043-485-5999

-１- （８１）

発行：佐倉市議会議員 藤崎良次 2018年７月25日 連絡先〒285-0011 佐倉市山崎３１５－６ 電話０９０－９１４４－０６７６

ＵＲＬ 藤崎良次を検索 Ｅメールfujisakir@sky.email.ne.jp FAX043-４８５－５９９９ 本紙の重複配布にはご容赦をお願いします。

目次
１頁 入札制度変更と価格上昇

憲法は護憲か改憲か

２頁 ６月議会概要
小中学校空調設備
たばこ税値上げ
佐倉市の人口予測

佐
倉
市
で
は
Ｈ
11
年
に
、
入
札

の
最
低
制
限
価
格
制
度
（
安
過
ぎ

失
格
制
度
）
を
廃
止
し
、
低
入
札

価
格
調
査
制
度
を
導
入
し
、
競
争

的
な
入
札
制
度
と
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
Ｈ
26
年
度
に
「
安
過

ぎ
失
格
制
度
」
を
復
活
し
、
そ
れ

に
よ
り
、
同
額
入
札
が
増
加
し
、

「
く
じ
引
き
」
落
札
件
数
が
増
加

し
ま
し
た
。
（
左
表
参
照
）

く
じ
引
き
件
数
が
増
加
す
る
と
、

当
然
に
競
争
が
働
か
ず
、
落
札
価

格
は
高
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
年
度
の
「
安
過
ぎ

失
格
制
度
」
の
範
囲
拡
大
に
関
し
、

過
去
の
入
札
結
果
に
当
て
は
め
て

落
札
上
昇
価
格
を
試
算
し
ま
し
た
。

担
当
部
署
で
の
計
算
で
は
、
Ｈ
27

年
度
で
２
・
４
億
円
（
４
・
０
３

％
）
上
昇
、
Ｈ
28
年
度
で
２
・
２

億
円
（
３
・
１
７
％
）
上
昇
と
な

り
ま
し
た
。
（
左
表
参
照
）

こ
の
試
算
結
果
か
ら
、
今
後
の

落
札
金
額
も
２
億
円
程
度
は
上
昇

す
る
と
判
断
さ
れ
ま
す
。

市
は
、
公
共
工
事
の
品
質
確
保

を
目
的
に
、
入
札
制
度
を
見
直
し

た
と
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、

不
良
工
事
の
発
生
は
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
?

藤
崎
の
議
会
質
問
に
対
し
、

「
過
去
10
年
間
に
お
い
て
最
低
の

Ｅ
ラ
ン
ク
判
定
を
受
け
た
件
数
は
、

工
事
で
は
市
長
部
局
で
12
件
、
公

営
企
業
で
２
件
。
工
事
で
は
低
入

札
調
査
基
準
価
格
を
下
回
る
よ
う

な
低
価
格
で
の
落
札
は
あ
り
ま
せ

ん
。
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
低
価
格
に
よ

る
不
良
工
事
は
発
生
し
て
い
ま
せ

ん
。
そ
れ
ゆ
え
、
工
事
に
関
し
て

は
入
札
制
度
の
見
直
し
は
不
要
と

判
断
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
設
計
業
務
６
件
の
Ｅ

ラ
ン
ク
は
、
定
価
の
70
％
を
下
回

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

入
札
制
度
（
市
の
要
領
）
は
、

市
の
各
部
長
が
参
加
す
る
「
入
札

制
度
検
討
委
員
会
」
で
話
し
合
わ

れ
決
定
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
条

例
で
も
な
い
た
め
に
、
議
会
に
も

提
案
さ
れ
ず
に
決
定
さ
れ
、
会
議

録
も
公
開
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

入
札
制
度
は
税
金
が
有
効

に
活
用
さ
れ
る
制
度
に
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

佐
倉
市
の
入
札
制
度
変
更
と
価
格
上
昇

本
年
4
月
よ
り
、
入
札
制
度
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

く
じ
引
き
入
札
件
数
は
増
加
し
購
入
価
格
は
高
く
な
る
傾
向
で
す
。

試
算
す
る
と
、
Ｈ
27
年
度
分
で
は
２
・
４
億
円
、
Ｈ
28
年
度
分
で
は
２
．

２
億
円
の
価
格
上
昇
と
な
り
ま
し
た
（
議
会
で
の
藤
崎
質
問
の
答
弁
）
。

市
は
、
公
共
工
事
の
品
質
確
保
と
そ
の
担
い
手
確
保
を
目
的
と
し
、

見
直
し
を
し
た
と
述
べ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
過
去
10
年
間
で
の
工
事

で
は
、
低
価
格
に
よ
る
不
良
工
事
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、

担
い
手
確
保
は
、
別
の
方
法
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

現
在
、
日
本
国
憲
法
を
「
変
え
る

か
否
か
」
つ
い
て
の
議
論
が
さ
れ
て

い
ま
す
。
佐
倉
市
議
会
に
お
い
て
も
、

６
月
議
会
に
お
い
て
意
見
書
案
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
考
え
方
は
、
次
の
６
種
類
程

度
あ
り
ま
す
。
（
表
１
参
照
）

①
復
古
主
義
派
→
明
治
憲
法
が
良
い

②
押
し
付
け
憲
法
派
→
ア
メ
リ
カ
が

押
し
付
け
た
憲
法
は
嫌
だ

③
敗
戦
憲
法
派
→
敗
戦
に
よ
っ
て
作

ら
れ
た
憲
法
は
嫌
だ

④
９
条
を
憲
法
か
ら
削
除
派

→
９
条
は
憲
法
に
必
要
な
い

⑤
非
武
装
派
→
自
衛
隊
は
憲

法
違
反

⑥
現
実
的
護
憲
派
→
自
衛
隊

は
合
憲

◎
集
団
的
自
衛
権
を
合
憲
と

す
る
か
否
か
（
戦
争
に
巻
き

込
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
）

が
争
点
で
し
ょ
う
。

そ
の
他
、
教
育
の
無
償
化

等
は
、
改
憲
せ
ず
に
法
律
を

作
れ
ば
可
能
で
す
。

国
連
の
設
立
は
終
戦
前
の

１
９
４
５
年
６
月
に
行
わ
れ
、

国
連
憲
章
に
50
カ
国
が
調
印

し
て
い
ま
す
。

そ
の
目
的
（
１
条
）
は
、
「
世
界

の
平
和
と
安
全
を
維
持
す
る
事
」
。

そ
の
原
則
（
２
条
）
は
、
「
す
べ

て
の
加
盟
国
は
、
武
力
に
よ
る
威
嚇

（
い
か
く
）
や
武
力
の
行
使
を
し
て

は
な
ら
な
い
」
で
あ
り
、
憲
法
９
条

に
強
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

（
表
２
参
照
）

憲
法
９
条
に
示
す
「
戦
争
放
棄
」

「
戦
力
不
保
持｣

「
交
戦
権
は
認
め
な

い
」
は
、
侵
略
戦
争
の
放
棄
、
自
衛

を
超
え
る
戦
力
は
保
持
し
な
い
、
専

守
防
衛
以
外
の
交
戦
は
し
な
い
意
味

で
す
。
た
だ
し
、
自
衛
権

に
つ
い
て
は
憲
法

13

条

（
国
民
の
生
命
尊
重
）
、

国
連
憲
章
51
条
で
も
認
め

ら
れ
て
お
り
、
専
守
防
衛

の
自
衛
隊
は
合
憲
と
判
断

さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
集
団
的
自
衛

権
（
他
衛
権
）
は
、
憲
法

に
は
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、

違
憲
で
あ
る
と
指
摘
が
さ

れ
て
い
ま
す
。

も
し
、
自
衛
隊
を
憲
法

９
条
に
書
き
込
め
ば
、
自

衛
隊
法
に
よ
り
集
団
的
自

衛
権
を
合
憲
と
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

を
は
っ
き
り
言
わ
な
い
こ

と
は
、
国
民
を
だ
ま
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。
（
６
月

２
日
、
木
村
草
太
氏
の
講

演
等
を
参
考
に
し
ま
し
た
）

「
市
議
会
及
び
地
方
自
治
」
の
話
合
い

佐
倉
市
の
議
会
政
治
等
を
話
し
合
う
「
市
議
会
・
地
方
自
治
」
を
語
る
会
合
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
ど
な
た
も
気
軽
に
ど
う
ぞ
。
問
い
合
わ
せ
は
下
記
連
絡
先
へ
。

く
じ
引
き
入
札
は
増
加

憲
法
は
護
憲
か
改
憲
か

不
良
工
事
は
発
生
無
し

落
札
価
格
は
２
億
上
昇

入札の「安過ぎ失格制度」拡大で、年間２億円程度の価格上昇！

制
度
変
更
内
容

改
憲
・
護
憲
の
考
え
方
各
種

真
の
争
点
は
何
か

国
連
成
立
と
憲
法

日
本
国
憲
法
９
条
の
意
味



議案種類 提出者 件数 主な内容(青字は否決された議案) 可決数

補正予算 市長 1 Ｈ30年度一般会計 1

条例改正 市長 7
税賦課徴収、都市計画税、介護保険、地域密
着サービス、さくらんぼ園、放課後児童健全
育成、家庭的保育

7

財産の取得 市長 1 音楽ホールピアノ（スタインウエイ　D-274) 1

人事 市長 5 教育委員、人権擁護委員（諮問）ｘ4 5

請願 団体 3
国の教育予算拡充、義務教育費国庫負担堅
持、各兵器禁止条約署名批准

2

陳情 団体 2
地方消費者行政の財政支援、公民館有料化延
期

1

意見書（請
願陳情分を
含まず）

議員 9

ヘルプマークの普及、旧優生保護法被害者救
済、日本年金機構セキュリティー対策、憲法
９条への自衛隊書き込みに反対、福島県内放
射線モニタリング継続配置、文民統制の抜本
的改革、東海第二発電所運転延長認めない、
公文書の隠ぺい改ざん真相究明、オスプレイ
配備をやめるよう求める

3

　 議 会 賛 否 一 覧 表
賛 成 ○ 　 賛 成 少 数 △ 　 反 対 ×

主 な 議 案

全
体

佐
倉
市
民
オ

ン
ブ
ズ
マ
ン

さ
く
ら
会

公
明
党

の
ぞ
み

市
民
ネ
ッ

ト

共
産
党

新
社
会
党

山
本
議
員

斉
藤
議
員

議 員 数 （ 合 計 2 8名 ） 2 8 1 1 3 4 2 3 2 1 1 1

① 税 賦 課 徴 収 条 例 改 正 ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○

② 家 庭 的 保 育 条 例 改 正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

③ 核 兵 器 禁 止 条 約 署 名 批 准 （ 請 願 ） △ ○ × × × ○ ○ ○ × ×

④ 公 民 館 有 料 化 の 延 期 （ 陳 情 ） △ ○ × × × ○ ○ ○ × ×

⑤ 憲 法 9条 へ の 自 衛 隊 書 き 込 み に 反 対
（ 意 見 書 ）

△ ○ × × × ○ ○ ○ × ×

「表」　佐倉市の人口予測（単位：人）国立・人口問題研究所
2005年 2010年 2015年 2020年 2030年 2040年

172,739 171,594 163,686 150,976

172,183 170,711 167,302 154,985 138,162

171,246 170,535 168,151 163,980 150,175 ―

（佐倉市人口ビジョン目標） 160,000
（本年6月末住基人口）　 176,049
（注）色塗りは各年国勢調査値

加熱タバコ名称
加熱式タバ
コメーカー

現行一
箱　税
込定価

円

現行一
箱たば
こ税額

円

５年後た
ばこ税額
円（予想）

プルームテック 日本たばこ 460 34 210

アイコス
フィリップモリ

ス
460 192 270

グロー
ブリティシュア

メリカン
420 120 240

紙巻　メビウス 日本たばこ 440 245 305
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議
案
賛
否
（
左
表
参
照
）

①
税
賦
課
徴
収
条
例
改
正

こ
の
条
例
案
に
は
多
く

の
項
目
が
入
っ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
個
人
市

民
税
の
基
礎
控
除
は
10
万

円
の
増
加
、
所
得
金
額
が

２
５
０
０
万
円
超
で
は
基

礎
控
除
無
し
、
大
法
人
へ

の
電
子
申
告
義
務
付
け
、

固
定
資
産
税
関
係
の
一
部

見
直
し
、
加
熱
式
タ
バ
コ

の
税
率
ア
ッ
プ
は
５
年
を

か
け
て
葉
タ
バ
コ
と
同
様

な
税
率
と
す
る
改
正
等
。

②
家
庭
的
保
育
条
例
改
正

家
庭
的
保
育
の
条
件
を

緩
和
し
、
給
食
な
ど
を
外

部
か
ら
調
達
で
き
る
よ
う

に
す
る
改
正
。

③
（
請
願
）
核
兵
器
禁

止
条
約
の
署
名
、
批
准

国
連
で
進
ん
で
い
る
同

条
約
に
つ
い
て
、
日
本
は

反
対
を
し
て
い
る
。
被
爆

国
と
し
て
の
責
任
を
果
た

す
べ
く
、
署
名
し
批
准
す

べ
き
と
い
う
も
の
。

④
（
陳
情
）
公
民
館
有
料

化
の
延
期
・
再
検
討

公
民
館
は
社
会
教
育
施

設
で
あ
り
、
有
料
化
は
経

済
的
に
圧
迫
を
受
け
る
人
々

を
発
生
さ
せ
る
の
で
再
検

討
す
べ
き
と
い
う
も
の
。

⑤
（
意
見
書
）
憲
法
９
条

へ
の
自
衛
隊
体
書
き
込
み

に
反
対

専
守
防
衛
の
現
在
の
日
本

で
は
、
自
衛
隊
は
合
憲
で

あ
り
、
９
条
に
自
衛
隊
を

書
き
込
む
事
に
反
対
す

る
と
い
う
も
の
。

６
月
の
佐
倉
市
定
例
議
会
概
要

市
長
か
ら
補
正
算
、
条
例
改
正
、
財
産
の
取
得
、
人
事
な

ど
が
提
出
さ
れ
す
べ
て
可
決
さ
れ
た
。
議
員
提
出
意
見
書
は

９
件
の
う
ち
３
件
が
可
決
さ
れ
た
。
（
内
容
は
左
下
表
）

トピックス

編
集
後
記

気
候
変
動
と
思
わ
れ
る
豪
雨

が
西
日
本
を
襲
い
、
大
き
な
被

害
を
出
し
ま
し
た
。

直
下
型
地
震
の
発
生
確
率
は

千
葉
市
が
最
高
で
、
佐
倉
市
も

心
配
さ
れ
ま
す
。
地
道
な
安
全

対
策
が
行
政
で
も
個
人
で
も
望

ま
れ
ま
す
。

市
内
の
人
口
予
測

は
気
に
な
る
と
こ
ろ

で
す
。
人
口
問
題
研

究
所
は
佐
倉
市
も
含

め
、
将
来
推
計
人
口

を
本
年
３
月
に
公
表

し
ま
し
た
。
「
表
」

の
如
く
５
年
に
一
度
、

国
勢
調
査
結
果
を
基

礎
に
推
計
し
て
い

ま
す
。

過
去
３
回
の
推

計
を
比
較
し
ま
す

と
人
口
減
少
は
遅

く
な
っ
て
い
ま
す
。

前
回
推
計
（
２
０

１
０
年
基
礎
）
に

比
較
す
る
と
、
全

都
道
府
県
で
人
口

が
減
少
す
る
時
期

は
10
年
遅
く
な
り
、

２
０
３
０
年
以
降

に
な
る
と
人
口
研

究
所
は
述
べ
て
い

ま
す
。
そ
の
理
由
は

約
２
％
を
占
め
、
増

え
続
け
る
外
国
人
の

影
響
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
内
の
住

民
基
本
台
帳
と
比
べ

国
勢
調
査
の
人
口
は
、

４
千
人
ほ
ど
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。

学
校
・
幼
稚
園
の
空
調
設
備

は
、
Ｈ
31
年
度
に
工
事
完
了
予

定
で
す
。

そ
の
購
入
は
佐
倉
市
初
の
Ｐ

Ｆ
Ｉ
方
式
（
民
間
の
資
金
、
能

力
等
を
活
用
）
で
行
わ
れ
ま
す
。

具
体
的
に
は
業
者
選
定
を
し
、

設
計
、
工
事
か
ら
維
持
管
理
ま

で
を
含
め
て
発
注
し
、
毎
年
そ

の
経
費
を
分
割
し
て
支
払
う
方

式
と
な
り
ま
す
。
Ｈ
30
年
～
43

年
ま
で
の
期
間
で
総
額
約
26
億

円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

市
自
ら
の
実
施
と
比
較
し
、

６
８
３
室
の
空
調
設
備
で
金
額

的
に
８
％
の
削
減
と
の
市
予
想
。

担
当
部
署
が
一
括
し
て
遂
行
す

る
の
で
公
正
公
平
な
事
業
の
実

施
が
望
ま
れ
ま
す
。

佐
倉
市
役
所
で
は
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
の
要
綱
を
定
め
て

い
ま
す
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
よ
る
職
場

環
境
の
悪
化
を
防
ぎ
、
予
防
も

積
極
的
に
行
い
、
働
き
や
す
い

職
場
作
り
に
努
め
る
こ
と
が
目

的
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
３
者
機
関
（
弁
護
士
な
ど

の
）
を
設
置
し
て
、
相
談
し
や

す
い
体
制
を
作
る
こ
と
が
重
要

と
判
断
さ
れ
ま
す
。

小
中
学
校
他
空
調
設
備

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
で
導
入

佐倉市議 藤崎 良次

生
活
保
護
行
政
に
つ

い
て
は
、
行
政
の
受
給
者

へ
の
対
応
が
各
地
で
厳
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。
生
活

保
護
事
務
に
と
っ
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
（
援
助
の
た

め
の
相
談
員
）
に
お
け
る

女
性
の
比
率
は
、
11
人
中

1
人
で
あ
り
、
一
割
未
満

で
す
。
さ
ら
に
、
女
性
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

や
優
し
さ
を
活
用
す
べ
き

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
難
し

い
点
が
あ
る
と
し
て
進
展

は
簡
単
で
は
な
い
と
見
ら

れ
て
い
ま
す
。

生活保護行政

市
役
所
内
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

藤崎の議会質問から他

た
ば
こ
税
値
上
げ
の

条
例
が
可
決

紙
巻
タ
バ
コ
税
は
、

現
行
の
一
本
12
円
か
ら

３
年
後
に
15
円
に

値
上
げ
し
、
一
箱

20
本
で
300
円
の
税

額
と
な
り
ま
す
。

加

熱

タ

バ

コ

（
現
行
価
格
と
税

額
は
表
を
参
照
）

は
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ

て
、
価
格
と
税
額

は
異
な
り
ま
す
。
税
率

が
低
い
た
め
５
年
後
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
紙
巻
タ

バ
コ
の
７
割
以
上
の
税

額
に
な
り
ま
す
。
最
終

的
に
は
、
財
務
省
の
認

可
に
よ
り
決
め
ら
れ
、

た
ば
こ
税
は
メ
ー
カ
ー

が
申
告
し
て
市
等
に
納

税
し
ま
す
。

加
熱
式
た
ば
こ
は
、

加
熱
し
て
ニ
コ
チ
ン
を

吸
う
方
式
で
ニ
コ
チ
ン

の
害
は
無
論
あ
り
ま
す
。

佐
倉
市
の
人
口
予
測

たばこ税値上げ

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
、
障

が
い
者
の
最
終
的
生
活
形
態

は
、
施
設
又
は
在
宅
で
す
。

4
月
の
待
機
者
は
特
養
が

247
人
。
障
害
者
支
援
施
設
で

は
30
人
で
す
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
（
Ｇ
Ｈ
）
も
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
Ｇ
Ｈ
で
の
重
い

障
害
者
受
け
入
れ
は
不
十
分

で
す
。
施
設
建
設
が
抑
制
さ

れ
て
お
り
、
在
宅
へ
の
圧
力

が
増
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
に
、
障
害
者
支
援

施
設
の
状
態
が
報
告
さ
れ
る

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て

い
な
い
の
で
、
こ
れ
の
改
善

が
ま
ず
必
要
で
す
。

身寄りのない高齢者等の生活


